
 



 
 

 

 
 
【講評】 
Ⅰ 小問集合 

(ⅰ) 三角関数の問題。3倍角の公式を覚えていれば、容易であった。 
(ⅱ) 空間図形の問題。求める点と A の中点が B となることを掴めるかがポイント 

となる。 
 (ⅲ) 数列の問題。典型的な問題のため、方針は立てやすかった。 
Ⅱ 小問集合 

(ⅰ) 平面図形の問題。合同や正方形の性質など、中学分野の図形の知識を利用す 
ると解答しやすかった。 

 (ⅱ) データの分析の問題。与えられた条件をどう活用すればよいか、やや気づき 
にくかった。また、後半では数列との融合となっており、かなり難度の高いものであった。 

Ⅲ 微分積分（数Ⅲ） 
(ⅰ)では、変曲点を求めた上で、それらを通る直線を求めることになるので、計算量は多かった。（ⅱ）のグラフ

の囲む図形の面積を求める問題でも、置換積分を行う必要があり、全体として時間を要するものであった。 
 
昨年と比べると、解答を得るまでの道筋が見えにくく、やや難化した。一次合格の目安は、６割５分程度になると

思われる。 
 


